
平
成
二
十
七
年
度
公
開
講
演
会

  　
「
天
平
の
大
ピ
ン
チ
・

も
う
こ
う
な
っ
た
ら
、
吉
野
へ
行
こ
う
」

　
  

講
師
：
馬
場　

基
さ
ん
（
奈
良
文
化
財
研
究
所
）

　

  
日
に
ち
：
平
成
二
七
年
一
〇
月
二
四
日
（
土
）

　

  

時
間
：
一
四
時
～
一
五
時
三
〇 

分

　

  

場
所
：
吉
野
町
中
央
公
民
館　

定
員
：
八
〇
名

　

  

参
加
費
：
五
〇
〇
円　
　

要
申
し
込
み

　
　上

野
誠
の
吉
野
万
葉
塾

  

①
平
成
二
七
年
一
一
月
二
九
日
（
日
）

　

  「
笑
ひ
の
古
代
学
」

  

②
平
成
二
八
年　

三
月
一
二
日
（
土
）

　

  「
作
寳
楼
で
新
羅
の
客
を
遇
す
る
宴
の
詩
」

　

  

講
師
：
上
野　

誠
氏　
（
奈
良
大
学
国
文
学
部
）

  　

時
間
：
一
四
時
～
一
五
時
三
〇 

分
（
各
回
と
も
）

　

  

場
所
：
吉
野
町
中
央
公
民
館　

定
員
：
四
〇
名 

　

  

参
加
費
：
各
回
五
〇
〇
円　

要
申
し
込
み

吉
野
を
学
ぶ
歴
史
講
座part 2

古
代
の
宮
滝
と
そ
の
周
辺

①
平
成
二
七
年　

九
月
二
〇
日
（
日
）

　
「
聖
武
天
皇
と
智
識
寺
」　

　

講
師
：
山
根　

航
氏　
（
柏
原
市
立
歴
史
資
料
館
）

②
平
成
二
七
年
一
〇
月　

三
日
（
土
）

　「
奈
良
時
代
の
宮
滝
遺
跡
」

　

 

講
師
：
卜
部　

行
弘
氏
（
橿
原
考
古
学
研
究
所
）

③
平
成
二
七
年
一
一
月　

一
日
（
日
）

　
「
飛
鳥
寺
西
方
遺
跡
と
壬
申
の
乱
」

　

 

講
師
：
長
谷
川　

透
氏
（
明
日
香
村
文
化
財
課
）

　

 

時
間
：
一
四
時
～
一
五
時
三
〇 

分
（
各
回
と
も
）

　

 

場
所
：
吉
野
町
中
央
公
民
館　

定
員
：
四
〇
名

　

 

参
加
費
：
各
回
三
〇
〇
円　

要
申
し
込
み

　
ヒ
ス
ト
リ
ー
ト
ー
ク

  

●
平
成
二
七
年　

九
月
一
八
日(

金)

「
弘
願
寺
阿
弥
陀
如
来
立
像
の
来
歴
」

  

●
平
成
二
七
年
一
〇
月
一
七
日(

土)

「
岸
熊
吉
氏
の
足
跡
を
さ
ぐ
る
」　　

  
●
平
成
二
七
年
一
一
月
二
〇
日(

金)

「
謡
曲
『
吉
野
琴
』
と
『
国
栖
』」　

  

●
平
成
二
八
年　

三
月
一
九
日(

土)
「
史
跡
宮
滝
遺
跡
試
掘
調
査
速
報
」　

　

  

時
間
：
開
催
日
が
金
曜
は
一
九
時
三
〇
分
～

　
　
　
　

  

開
催
日
が
土
曜
は
一
三
時
三
〇
分
～

　

  

場
所
：
吉
野
歴
史
資
料
館

  　

参
加
費
：
各
回
三
〇
〇
円　

申
し
込
み
不
要

特
別
陳
列
「
宮
滝
１
次
調
査
、
前
夜
。」

　

会
期
：
平
成
二
七
年
九
月
一
九
日
（
土
）

～　

一
一
月
二
九
日
（
日
）

　

場
所
：
吉
野
歴
史
資
料
館

　

入
館
料
：
大
人
二
〇
〇
円　

高
校
生
以
下
半
額

　

備
考
：
平
日
の
ご
入
館
に
は
、
事
前
申
し
込
み
要

               

会
期
中
、
一
部
展
示
替
え
が
あ
り
ま
す
。

※
お
申
込
み
が
必
要
な
講
座
へ
の
参
加
に
は
…

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
往
復
は
が
き
、m

ail

（PC

用
の
み
）

の
い
ず
れ
か
で
、　

吉
野
町
教
育
委
員
会
事
務
局
ま

で
お
名
前
・
ご
住
所
・
電
話
番
号
・
参
加
を
希
望
さ

れ
る
講
座
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。　
　
　
　

モ
ミ
の
つ
ぶ
や
き
（
編
集
後
記
）

　

本
誌
を
お
読
み
の
皆
様
、
ど
う
も
は
じ
め
ま
し

て
。
吉
野
歴
史
資
料
館
に
住
む
モ
ミ
（
吉
野
の
古

い
方
言
で
カ
エ
ル
）
で
す
。
こ
れ
か
ら
「
た
ぎ
つ

み
や
ど
こ
ろ
」
を
通
じ
て
、
今
お
伝
え
し
た
い
、

採
れ
た
て
の
吉
野
情
報
を
お
届
け
し
て
い
き
ま
す
。

今
回
の
話
題
は
…
、
宮
滝
遺
跡
、
整
備
は
じ
ま
る
。

　

宮
滝
遺
跡
の
う
ち
、
奈
良
時
代
の
離
宮
跡
が
確

認
さ
れ
た
場
所
を
、
公
園
化
整
備
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
今
年
度
は
試
掘
調
査
を

行
い
ま
す
。
宮
滝
が
ど
う
な
っ
て
い

く
の
か
、
続
報
を
お
楽
し
み
に
！

平成 27 年度　吉野歴史資料館関連イベントのおしらせた  ぎ  つ

み  や
ど  こ  ろ
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『
た
ぎ
つ
み
や
ど
こ
ろ
』

刊
行
に
よ
せ
て  

　

吉
野
町
長　

北
岡　

篤

　

昭
和
五
～
一
三
年
に
末
永
雅
雄
先
生
に

よ
っ
て
宮
滝
遺
跡
の
本
格
的
な
発
掘
調
査
が

行
わ
れ
て
か
ら
、
七
七
年
が
経
と
う
と
し
て

い
ま
す
。
こ
の
間
に
、縄
文
時
代
・
弥
生
時
代
・

飛
鳥
時
代
・
奈
良
時
代
な
ど
の
各
時
代
で
貴

重
な
発
掘
成
果
が
得
ら
れ
、
吉
野
の
歴
史
の

み
な
ら
ず
、
日
本
の
歴
史
の
一
頁
を
書
き
換

え
る
よ
う
な
成
果
も
得
ら
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
三
二
年
に
は
、
宮
滝
遺
跡
が
国
の
史

跡
に
指
定
さ
れ
、
平
成
二
三
年
に
は
、
宮

滝
遺
跡
第
一
次
発
掘
調
査
で
得
ら
れ
た
約

一
六
〇
〇
点
の
縄
文
土
器
と
石
器
が
奈
良
県

の
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

吉
野
町
と
し
て
も
、
平
成
二
七
年
度
よ
り

本
格
的
に
史
跡
宮
滝
遺
跡
の
整
備
事
業
に
着

手
し
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
の
整
備
事
業
の
拠

点
と
な
る
の
が
吉
野
歴
史
資
料
館
で
、『
た

ぎ
つ
み
や
ど
こ
ろ
』
は
館
報
と
し
て
の
役
割

と
、
史
跡
宮
滝
遺
跡
の
整
備
事
業
の
広
報
誌

と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。　

　

本
誌
を
通
し
て
、
新
し
い
情
報
を
皆
様
の

許
へ
届
け
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
特
別
寄
稿

を
い
た
だ
き
ま
し
た
和
田
萃
先
生
に
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

た
ぎ
つ
み
や
ど
こ
ろ　

と
は

　

吉
野
町
宮
滝
に
あ
っ
た
、
吉
野
宮
。
そ
こ

に
は
、
歴
代
の
天
皇
を
は
じ
め
、
た
く
さ
ん

の
貴
族
た
ち
（
大
宮
人
）
が
訪
れ
ま
し
た
。

彼
ら
は
、
吉
野
宮
を
た
た
え
、
そ
の
周
辺
の

情
景
を
詩
に
綴
り
、
万
葉
集
に
納
め
ま
し
た
。

　

そ
の
詩
た
ち
の
中
に
、
吉
野
宮
を
こ
う
詠

ん
だ
も
の
が
あ
り
ま
す
。

～
水
激た
ぎ

つ  

瀧た
き

の
都
は  

見
れ
ど
飽
か
ぬ
か
も

　

 

大
宮
人
が
見
て
も
飽
き
な
い
と
讃
え
た
吉

野
宮
。
吉
野
宮
の
比
定
地
、
宮
滝
遺
跡
の
展

示
を
担
う
吉
野
歴
史
資
料
館
と
し
て
は
、
そ

の
魅
力
を
皆
様
に
存
分
に
お
伝
え
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
思
い
か
ら
、

吉
野
歴
史
資
料
館
だ
よ
り
の
タ
イ
ト
ル
を
、

「
た
ぎ
つ
み
や
ど
こ
ろ
」
と
し
ま
し
た
。

　

資
料
館
の
〝
今
〟、
吉
野
の
歴
史
や
文
化

財
に
関
す
る
最
新
の
話
題
な
ど
を
皆
様
に
お

届
け
す
る
、
そ
ん
な
冊
子
に
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
応
援
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
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◇

　

昭
和
四
十
二
年
四
月
、
京
都
大
学
大
学
院
一

回
生
の
春
先
、
近
鉄
吉
野
線
の
橘
寺
駅
（
現
在

の
飛
鳥
駅
）
で
下
車
し
、
一
人
、
明
日
香
村
の

野
口
、
平ひ

ら
た田
の
集
落
を
抜
け
、
眼
下
を
流
れ
る

飛
鳥
川
と
対
岸
の
稲い

な
ぶ
ち淵

集
落
を
目
に
し
て
い
る

と
、
何
か
し
ら
心
が
伸
び
や
か
と
な
り
、
言
い

知
れ
ぬ
感
動
を
覚
え
た
。
当
時
、
何
か
心
に
屈

す
る
も
の
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
飛
鳥
川
の
悠
久

の
流
れ
を
目
に
し
、
心
が
次
第
に
晴
れ
や
か
に

な
っ
た
こ
と
を
、
今
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
。

　

四
月
下
旬
に
は
、
当
時
、
大
和
歴
史
館
に
お

ら
れ
た
伊だ

て
む
ね
や
す

達
宗
泰
先
生
と
岡お
か 

幸こ
う
じ
ろ
う

二
郎
さ
ん
の

お
誘
い
で
友ゆ
う
し
か
い

史
会
に
参
加
し
、
初
め
て
芋い
も
と
う
げ

ヶ
峠

（
標
高
五
五
六
メ
ー
ト
ル
）
を
越
え
、
西
方
の

世せ
そ
ん
じ

尊
寺
（
比ひ
そ
で
ら

蘇
寺
）
へ
向
か
う
道
す
が
ら
、
梨

の
白
い
花
が
咲
き
乱
れ
て
い
た
こ
と
を
、
今
も

鮮
明
に
覚
え
て
い
る
。

　

壬
申
の
乱
の
前
夜
、
天
智
十
年
（
六
七
一
）

十
月
十
七
日
、大お

ほ
し
あ
ま
の
み
こ

海
人
皇
子（
後
の
天
武
天
皇
）、

鸕う

の

の

さ

ら

ら

野
讃
良
皇
女
（
後
の
持
統
天
皇
）、
皇
子
女
、

従
者
ら
は
、
近
江
宮
を
脱
出
し
て
飛
鳥
の
嶋

し
ま
の
み
や宮

に
一
泊
、十
九
日
に
宮
滝
の
吉
野
宮
に
入
っ
た
。

　

飛
鳥
か
ら
宮
滝
へ
至
る
ル
ー
ト
は
、
ま
だ
十

分
に
解
明
で
き
て
い
な
い
。

　

現
在
の
芋い

も
と
う
げ

ヶ
峠
は
、
明
治
三
十
八
年
に
敷ふ

設せ
つ

さ
れ
た
新
し
い
道
で
あ
る
。
旧
道
は
、
新
道
の

少
し
東
方
を
縫
う
道
で
、
道
幅
も
狭
い
。
し
か

し
木こ

が
げ陰
の
下も
と

、
Ｕ
字
型
の
柔
や
わ
ら
かい
道
が
芋
ヶ
峠
の

頂
上
近
く
ま
で
続
い
て
お
り
、歩
い
て
い
る
と
、

ま
こ
と
に
爽さ

わ

や
か
。

　

芋
ヶ
峠
頂
上
の
道
の
東
側
に
巨
岩
が
あ
っ

て
、
旧
道
の
頂
上
と
な
っ
て
お
り
、
巨
岩
を
下

れ
ば
、
明
治
三
十
八
年
に
敷
設
さ
れ
た
峠
の
頂

上
に
降
り
る
。

　

飛
鳥
の
嶋
宮
か
ら
宮
滝
の
吉
野
宮
へ
至
る

ル
ー
ト
は
、ま
だ
十
分
に
解
明
で
き
て
い
な
い
。

以
下
、
一
案
を
示
す
。　

　

明
日
香
村
稲
淵
か
ら
、
飛
鳥
川
沿
い
の
道
を

遡さ
か
の
ぼり
、
栢か
や
の
も
り森
、
入に
ゅ
う
だ
に谷
を
へ
て
芋
ヶ
峠
（
標
高

五
五
六
メ
ー
ト
ル
）
へ
。
芋
ヶ
峠
か
ら
、
吉

野
郡
吉
野
町
の
千ち

ま
た股
、
志
賀
、
立た
ち
の野
へ
下
り
、

妹い
も
や
ま
じ
ゅ
そ
う

山
樹
叢
の
あ
る
所
か
ら
、
吉
野
川
の
右
岸
沿

い
の
道
（
伊
勢
街
道
）
を
遡

さ
か
の
ぼる

と
、
楢な
ら
い井

を
経

て
宮
滝
に
至
る
。

　

正
確
に
記
録
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
こ
れ

ま
で
十
回
前
後
、
明
日
香
村
の
稲
淵
か
ら
芋
ヶ

峠
を
越
え
、
吉
野
川
に
面
し
た
妹
山
樹
叢
へ
下

り
、吉
野
川
右
岸
沿
い
の
伊
勢
街
道
を
遡
っ
て
、

宮
滝
に
至
っ
て
い
る
。
宮
滝
に
至
る
所
要
時
間

は
、
私
の
足
で
お
お
よ
そ
５
時
間
ほ
ど
。
春
秋

の
好
季
節
に
歩
く
こ
と
が
多
い
。

　

天
武
元
年
（
六
七
二
）
六
月
二
十
四
日
の
早

朝
、
吉
野
宮
に
い
た
大
海
人
皇
子
は
、
側
近
で

芋い

も

と

う

げ

ヶ

峠

か

ら

宮

滝

へ

あ
る
大お
ほ
き
だ
の
き
み
え
さ
か

分
君
恵
尺
、
黄
き
ふ
み
の
み
や
つ
こ
お
お
と
も

書
造
大
伴
、
逢
あ
ふ
の

臣お
み
し
ま

志
摩

の
三
人
を
、
近
江
朝
廷
側
が
守
衛
す
る
飛
鳥
の

留る
す
の
つ
か
さ

守
司
、
高
坂
王
の
も
と
に
遣
し
て
、
驛え
き
れ
い鈴

を

乞こ

わ
せ
た
が
、
許
さ
れ
な
か
っ
た
。　

そ
れ
で

恵
尺
は
近
江
に
往ゆ

き
、
志
摩
は
吉
野
宮
に
戻
っ

て
、
大
海
人
皇
子
に
「
鈴
を
得
ず
」
と
復
奏
し

た
。
ま
た
黄
書
造
大
伴
は
、
大
伴
馬
来
田
と
共

に
吉
野
宮
を
出
発
し
た
大
海
人
皇
子
ら
を
追
っ

た
。
壬
申
の
乱
の
勃
発
で
あ
る
。

【
著
者
紹
介
】　
和
田　

萃

　

京
都
教
育
大
学
名
誉
教
授
。
専
門
は
日
本
古
代

史
。
代
表
作
に
『
日
本
古
代
の
儀
礼
と
祭
祀
・

信
仰
』（
全
三
巻
）
な
ど
多
数
。

◆
モ
ミ
の
ひ
と
こ
と
（
編
者
コ
メ
ン
ト
）

◆

　

古
代
史
最
大
の
戦
争
〝
壬
申
の
乱
〟
が
始
ま

る
前
、
大
海
人
皇
子
は
大
津
か
ら
吉
野
へ
、
ど

う
や
っ
て
来
た
の
か
。
目
的
地
、
吉
野
宮
は
ど

ん
な
所
だ
っ
た
の
か
。興
味
は
尽
き
ま
せ
ん
ネ
。

　

吉
野
歴
史
資
料
館
で
は
、
そ
ん
な
吉
野
宮
の

展
示
を
し
て
い
ま
す
ヨ
。
吉
野
で
私
た
ち
と
一

緒
に
、
壬
申
の
乱
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

平
成
二
十
七
年
度
春
季
実
施

吉
野
歴
史
資
料
館
主
催
イ
ベ
ン
ト
報
告

①
古
代
の
音
色-
吉
野
か
ら
の
発
信-

【 

講
演
】
古
代
の
文
化
交
流-
琴
と
う
た
と

　
　
　　
　

講
師　

奈
良
大
学
教
授　

上
野　

誠 

氏

【
千
三
百
年
コ
ン
サ
ー
ト
】

 

カ
ヤ
グ
ム
・
ヘ
グ
ム
演
奏
者
（
韓
国
中
央
大
学
校
）

  

司
会　

上
野　

誠 

氏　

  

ゲ
ス
ト　

松
坂  

慶
子 
氏

②
吉
野
を
学
ぶ
歴
史
講
座part 1

 「
吉
野
山
口
神
社
の
演
能
の
変
遷
」

　
　
　

講
師　

吉
野
歴
史
資
料
館　

池
田　

淳

 「
龍
門
の
城-

吉
野
の
中
世
を
探
る-

」　

　
　
　

講
師　

森
と
水
の
源
流
館　

成
瀬　

匡
章 

氏

 

「
龍
門
騒
動
の
実
像
」

　
　
　

講
師　

天
理
大
学
教
授　
　

谷
山　

正
道 

氏

③
ヒ
ス
ト
リ
ー
ト
ー
ク(

５
月
～
８
月)

  「
吉
野
の
宮
座
」

  「
吉
野
山
安
禅
寺
、
そ
の
実
態
を
探
る
」

  「
な
ぜ
宮
滝
遺
跡
の
発
掘
調
査
が
は
じ
ま
っ
た
の
か
」

  「
義
経
記
の
成
立
と
伝
承
の
保
存
」　

④
特
別
陳
列　

  

「 

奥
千
本
に
ね
む
る  

に
ぎ
わ
い
の
カ
ケ
ラ
た
ち
」

 (

同
時
開
催　

職
場
体
験
実
習
展)

  

会
期
　
五
月
三
日
（
日
）
～
八
月
三
〇
日
（
日
）

  

内
容　

昨
年
度
、
吉
野
山
で
確
認
し
た
遺
物
を
展
示

【
特
別
寄
稿
】

京
都
教
育
大
学
名
誉
教
授　
　

和わ

だ田　

萃
あ
つ
む 

飛鳥から宮滝のルート案（カシミールにて作成）


